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(1)10~5M 2,4-Dを含む寒天培地上に置床したえんどう上腔軸, たばこずい組織は, 2-3日後より核
分裂, 細胞分裂をはじめ, 10日後よりカルスの形成と増殖をおこすことを細胞学的に確認すると同時に,
Lleucine-u-14C,thymidine-6-3H, 正 リン酸-32p の高分子画分へのとりこみ実験から, たんぱく合成お
よび DNA合成が活発になることをみとめた｡ また教程の酵素の活性も変動することをみとめた｡
(2) 放射性炭素で標識した 2,4-D-2J4Cおよびインドー ル酢酸-2J 4Cでカルス誘導を行なわせ, それ
らの挙動を追跡したところ, カルス誘導のおこる場合には高濃度の遊離の 2,4-Dあるいはインドー ル酢




(3) 塩基性たんぱく質である histoneと2,4-D との関連を検討するために, 10-5M2,4-D-2J 4Cで
処理したえんどう上陸軸から得られた histoneの CM セルロースカラムクロマ トグラムのパターンをし
らべたところ, 20時間処理後では lysine･richhistoneに高い放射能のとりこみがみられたが, 48時間後










著者は合成オーキシンの一種である 2,4-ジクロルフェノキシ酢酸 (以下 2,4-D と略記) を主として
用いて, この問題について詳細な検討を行ない, まずカルス誘導のためには生体内に高濃度のオーキシン
の蓄積が必要であることを明らかにした｡
ついで 2,4-D が生体内の低分子物質あるいは高分子物質と複合体を形成すること, とくに 2,4-D は
たんぱく質と複合体を形成し, その結果たんぱく質の塩基性度を変化させることをみいだした｡
さらに塩基性たんぱく質であるhistoneと2,4-D との関連を検討し, 2,4-D は histoneとくに lysine-
richhistoneと結合して塩基性度を減じ, histone画分中の lysine-richhistoneの特異的減少をひきお
こすことをみとめた｡ これらの結果から著者は, 2,4-D による急激な細胞分裂にひきつづいておこるカ
ルス形成には, D N A polymeraseを抑制するといわれている lysine･richhistoneの 2, 4-D による特異
的減少が関連しているのではないかと推察した｡
以上のように著者はこれまでほとんど明らかになっていなかった カルス誘導時における 2,4-D の挙動
について多くの新知見を得るとともに, 脱分化の機構についても示唆を与えており, 植物生理学および植
物生化学に貢献するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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